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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】矩形状の枠体内の空間部のスペースを従来と比
較して拡張した場合であっても、荷重を吸収すること。
【解決手段】車両前後方向に沿って延びる左右一対のフ
ロントサイドフレーム１２、１２と、各フロントサイド
フレーム１２、１２の車幅方向の外側にそれぞれ配置さ
れ、車両前後方向に沿って延びる左右一対のアッパメン
バ１４、１４とを備え、各アッパメンバ１４は、車幅方
向の外側に向けて傾斜する車両前方側のアッパメンバ下
部１４ｂと、車幅方向の内側に設けられた脆弱部１１２
とを有する
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両前後方向に沿って延びる左右一対のフロントサイドフレームと、
　前記各フロントサイドフレームの車幅方向の外側にそれぞれ配置され、車両前後方向に
沿って延びる左右一対のアッパメンバと、
　を備え、
　前記各アッパメンバは、車幅方向の外側に向けて傾斜する車両前方側の先端部と、車幅
方向の内側に設けられた脆弱部とを有することを特徴とする車両前部構造。
【請求項２】
　請求項１記載の車両前部構造において、
　前記各フロントサイドフレームと前記各アッパメンバの前記先端部とを連結させる左右
一対の連結部材と、
　ダンパを固定するためのダンパハウジングと、
　をさらに備え、
　前記脆弱部は、前記ダンパハウジングと前記連結部材との間に設けられていることを特
徴とする車両前部構造。
【請求項３】
　請求項４記載の車両前部構造において、
　前記各アッパメンバの前記先端部には、他の脆弱部が設けられ、
　前記他の脆弱部は、前記連結部材の車幅方向の外側に位置していることを特徴とする車
両前部構造。
【請求項４】
　請求項１乃至請求項３のいずれか１項記載の車両前部構造において、
　前記各アッパメンバの上部には、アウタ部材に連結される前側インナ部材と後側インナ
部材とを有し、
　前記前側インナ部材と前記後側部材とは、ウォータータンクを保持するブラケットによ
って連結されていることを特徴とする車両前部構造。
【請求項５】
　請求項４記載の車両前部構造において、
　前記ブラケットは、前記ダンパハウジングの上方位置に配置され、
　前記前側インナ部材及び前記後側部材に対して前記ブラケットが連結される連結部位に
は、前記前側インナ部材と前記後側部材との間で隙間が設けられていることを特徴とする
車両前部構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動車等の車両の車体前部構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、特許文献１には、フロントバルクヘッドのサイドステイ及びロアバルクメンバ
と、アッパメンバと、連結部材とによって、正面視して矩形状に形成された枠体が開示さ
れている。この矩形状の枠体の内部には、例えば、フォグランプ等のライトを収納するた
めの空間部が形成されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第５４７０３４０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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　ところで、枠体の空間部内にさらに他の部品を追加して空間部内のスペースを拡張する
場合には、例えば、アッパメンバを車幅方向の外側に湾曲させることが考えられる。しか
しながら、単純にアッパメンバを外側に湾曲させた場合、例えば、前面衝突荷重がアッパ
メンバに対して入力されるとアッパメンバが外側に変形乃至折曲し、前面衝突荷重を効率
よく吸収することができない、という不具合がある。
【０００５】
　本発明は、前記の点に鑑みてなされたものであり、矩形状の枠体内の空間部のスペース
を従来と比較して拡張した場合であっても、荷重を吸収することが可能な車体前部構造を
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記の目的を達成するために、本発明は、車両前後方向に沿って延びる左右一対のフロ
ントサイドフレームと、前記各フロントサイドフレームの車幅方向の外側にそれぞれ配置
され、車両前後方向に沿って延びる左右一対のアッパメンバと、を備え、前記各アッパメ
ンバは、車幅方向の外側に向けて傾斜する車両前方側の先端部と、車幅方向の内側に設け
られた脆弱部とを有することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明では、矩形状の枠体内の空間部のスペースを従来と比較して拡張した場合であっ
ても、荷重を吸収することが可能な車体前部構造を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施形態に係る車体前部構造が適用された車体前部の部分構成正面図で
ある。
【図２】（ａ）は、図１に示す車体前部右側を含む部分構成斜視図、（ｂ）は、（ａ）に
示すＡ部の部分拡大図である。
【図３】図１に示す車体前部右側の部分拡大正面図である。
【図４】前側インナ部材と後側インナ部材の連結部位からブラケットを取り外した状態を
示す部分拡大斜視図である。
【図５】前側インナ部材と後側インナ部材の連結部位にブラケットを取り付けた状態を示
す部分拡大斜視図である。
【図６】右アッパメンバのアッパメンバ下部の側面図である。
【図７】図６に示すアッパメンバ下部の透過側面図である。
【図８】（ａ）は、連結部材の平面図、（ｂ）は、連結部材の底面図である。
【図９】（ａ）は、連結部材を構成する前側部材の平面図、（ｂ）は、後側部材の平面図
である。
【図１０】連結部材を構成する前側部材と後側部材とが車両前後方向に沿って接続される
状態を示す分解側面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　次に、本発明の実施形態について、適宜図面を参照しながら詳細に説明する。
　なお、各図中において、「前後」は、車両前後方向、「左右」は、車幅方向（左右方向
）、「上下」は、鉛直上下方向をそれぞれ示している。
【００１０】
　本発明の実施形態に係る車体前部構造が適用された車両は、モノコックボディからなる
車体を有する。この車体は、車両の車幅方向の中心を通って車両前後方向に沿って延在す
る図示しない中心線に対して、左右対称に配置されている。
【００１１】
　図１に示されるように、車体前部１０は、左右一対のフロントサイドフレーム１２、１
２と、左右一対のアッパメンバと１４、１４、左右一対の連結部材１６、１６と、フロン
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トバルクヘッド１８と、ダンパハウジング１００及びダンパベース１０２（図２（ａ）参
照）と、を備えて構成されている。
【００１２】
　図２（ａ）に示されるように、各フロントサイドフレーム１２の車両後方端部の上方に
は、図示しないダンパを収納する左右一対のダンパハウジング１００、１００が設けられ
ている。各ダンパハウジング１００の上部には、図示しないダンパを支持する左右一対の
ダンパベース１０２、１０２が設けられている。なお、図２（ａ）では、右ダンパハウジ
ング１００及び右ダンパベース１０２のみを図示し、左ダンパハウジング１００及び左ダ
ンパベース１０２の図示を省略している。
【００１３】
　ダンパハウジング１００は、車幅方向に沿って各アッパメンバ１４と各フロントサイド
フレーム１２との間に配置されている。このダンパハウジング１００は、複数の側部フラ
ンジ部１０３（図２（ａ）中では、アッパメンバ１４に接合される側部フランジ部１０３
のみを図示している）を介して、アッパメンバ１４の内側側壁及びフロントサイドフレー
ム１２の外側側壁にそれぞれ固定されている。ダンパハウジング１００及びダンパベース
１０２は、アッパメンバ１４よりも剛性強度が高い部材で形成されている。
【００１４】
　図１に示されるように、左右一対のフロントサイドフレーム１２、１２は、車幅方向に
沿った左右両側にそれぞれ配置され、車両前後方向に沿って延びている。なお、各フロン
トサイドフレーム１２の車両後方端部は、それぞれ２つに分岐して図示しないクロスメン
バにそれぞれ連結されている。
【００１５】
　左右一対のアッパメンバ１４、１４は、左右一対のフロントサイドフレーム１２、１２
の車幅方向外側にそれぞれ配置され、車両前後方向に沿って延びている。各アッパメンバ
１４の車両後方端部は、図示しない左右一対のフロントピラーに連結されている。
【００１６】
　図２（ａ）に示されるように、各アッパメンバ１４は、アッパメンバ上部１４ａと、ア
ッパメンバ下部（車両前方側の先端部）１４ｂとから構成されている。アッパメンバ上部
１４ａは、図示しないフロントピラーから車両前方に向けて下り勾配で延出している。ア
ッパメンバ下部１４ｂは、アッパメンバ上部１４ａから車両下方に向けて下り勾配で上下
方向に沿って延出している。
【００１７】
　アッパメンバ上部１４ａよりも車両前方側に位置するアッパメンバ下部１４ｂは、車幅
方向の外側に向けて傾斜している。すなわち、図３に示されるように、アッパメンバ下部
１４ｂの車幅方向に沿った外縁１０４及び内縁１０６の両方は、それぞれ、その先端にい
くほど鉛直線Ｖで示される仮想の外縁及び仮想の内縁に対する離間距離（偏位量）が大き
くなり、外側に向けて傾斜している。なお、アッパメンバ下部１４ｂの外縁１０４及び内
縁１０６の外側への傾斜量は、それぞれ同じであってもよいし、又は、それぞれ異なるよ
うに設定されてもよい。
【００１８】
　図２（ａ）に示されるように、各アッパメンバ１４（アッパメンバ下部１４ｂ）は、車
幅方向の内側に設けられた脆弱部１１２を有する。この脆弱部１１２は、切欠部１１４に
よって構成されている。
【００１９】
　切欠部１１４は、アッパメンバ上部１４ａに接続されるアッパメンバ下部１４ｂにおい
て、アッパメンバインナ１０８の内側フランジ１１６の角部を、略Ｌ字状に切り欠いて形
成されている（図２（ｂ）参照）。アッパメンバインナ１０８の内側フランジ１１６を切
り欠くことで、アッパメンバアウタ（アウタ部材）１１０の内側フランジ１１８が露出し
ている。なお、本実施形態では、脆弱部１１２として、切欠部１１４を例示しているがこ
れに限定されるものではなく、他の構造で代替してもよい。
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【００２０】
　本実施形態では、脆弱部１１２である切欠部１１４を、アッパメンバ１４の車幅方向の
内側でダンパハウジング１００に近接する部位に配置しているが、これに限定されるもの
ではない。脆弱部１１２である切欠部１１４は、アッパメンバ１４の車幅方向の内側で、
且つ、連結部材１６とダンパハウジング１００との間の部位であれば、いずれに配置され
てもよい。
【００２１】
　各アッパメンバ１４は、アッパメンバインナ１０８とアッパメンバアウタ１１０とが閉
断面を有してフランジ同士が一体的に接合されている。図４に示されるように、車両後方
に位置するアッパメンバ上部１４ａは、車両前方側の前側インナ部材１０８ａと、車両後
方側の後側インナ部材１０８ｂとを有する。なお、図４は、図５に示す前側インナ部材１
０８ａと後側インナ部材１０８ｂの連結部位からブラケット１２６を取り外した状態を示
している。
【００２２】
　図４に示されるように、右アッパメンバ１４において、前側インナ部材１０８ａの車両
後方の上端部には、略矩形状の外側切り欠き１２０が形成されている。後側インナ部材１
０８ｂの車両前方の上端部には、略矩形状の外側切り欠き１２２が形成されている。前側
インナ部材１０８ａの外側切り欠き１２０と、後側インナ部材１０８ｂの外側切り欠き１
２２とによって、略矩形状の隙間１２４が形成されている。なお、前側インナ部材１０８
ａ及び後側インナ部材１０８ｂの外側に配置されたアウタ部材１１０は、連続して形成さ
れている。
【００２３】
　この隙間１２４は、前側インナ部材１０８ａと後側インナ部材１０８ｂとを互いに連結
するブラケット１２６によって接合（被覆）されている。換言すると、前側インナ部材１
０８ａと後側インナ部材１０８ｂとの連結部位に隙間１２４が設けられている。
【００２４】
　図５に示されるように、このブラケット１２６は、パッチ状のブラケット本体１２８と
、ブラケット本体１２８の上部に設けられボルト取付孔１３０が形成された支持部１３２
とを有する。このブラケット１２６は、ウォータータンク１３４（図２（ａ）参照）を保
持するものであり、支持部１３２には、図示しないボルトを介してウォータータンク１３
４が取り付けられる。
【００２５】
　アッパメンバアウタ１１０、前側インナ部材１０８ａ、及び、ブラケット１２６は、そ
れぞれ、スポット溶接等によって三者が一体的に接合されている。また、アッパメンバア
ウタ１１０、後側インナ部材１０８ｂ、及び、ブラケット１２６は、それぞれ、スポット
溶接等によって三者が一体的に接合されている。
【００２６】
　図６に示されるように、右アッパメンバ１４のアッパメンバ下部１４ｂの車幅方向の外
側には、他の脆弱部１４０が設けられている。この他の脆弱部１４０は、所定間隔離間し
て配置された第１ビード１４２と第２ビード１４４とによって構成されている。第１ビー
ド１４２は、車両前方に位置し側面視して略円弧状の凹部によって構成されている。第２
ビード１４４は、第１ビード１４２よりも車両後方に位置し側面視して略円弧状の凹部に
よって構成されている。図７の透過側面図に示されるように、第１ビード１４２は、連結
部材１６の車幅方向の外側に位置している。また、第１ビード１４２は、上下方向に延在
するアッパメンバ下部１４ｂに沿って、上下方向に延在している。第１ビード１４２及び
第２ビード１４４を、右アッパメンバ１４のアッパメンバ下部１４ｂの車幅方向の外側に
設けることで、車幅方向（左右方向）の荷重に対して強く、車両前後方向の荷重に対して
弱くなっている。さらに、アッパメンバ上部１４ａは、上下のメンバが分割構成された二
股形状からなり、その内側がダンパハウジング１００に接合されているため、車両前後方
向の荷重を図示しないフロントピラー側に効率良く伝達させることができる。
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【００２７】
　図１に戻り、フロントバルクヘッド１８は、車両前方端部に配置されている。このフロ
ントバルクヘッド１８は、左右一対のサイドステイ３４、３４と、アッパバルクメンバ３
６と、ロアバルクメンバ３８とから構成されている。左右一対のサイドステイ３４、３４
は、左右一対のフロントサイドフレーム１２、１２の前端部の近傍部位にそれぞれ鉛直上
下方向に沿って略平行に配置されている。
【００２８】
　また、車両前方には、正面視して略矩形状の枠体１４６が配置されている。この枠体１
４６は、上側に位置して車幅方向に沿って延在する連結部材１６と、下側に位置して車幅
方向に沿って延在するロアバルクメンバ３８の車幅方向端部と、車幅方向の外側に位置し
て鉛直上下方向に沿って延在するアッパメンバ１４と、車幅方向の内側に位置して鉛直上
下方向に沿って延在するサイドステイ３４とによって構成されている。枠体１４６で囲繞
された内部には、空間部１４８が形成されている。この空間部１４８には、例えば、フォ
グランプ等のライト類や、センサ等が収納される。
【００２９】
　アッパバルクメンバ３６は、左右一対のサイドステイ３４、３４の上端部の間に車幅方
向に沿って架け渡されている。アッパバルクメンバ３６は、軸直断面が略コ字状の開断面
で構成されている。開断面の開口は、下を向いている。なお、開断面で形成された空間部
内には、例えば、図示しないフードの開閉状態を検知するフード開閉センサと電気的に接
続されるハーネスや、図示しないフードロックを取り付けるためのブラケット等が収納さ
れている。
【００３０】
　ロアバルクメンバ３８は、左右一対のアッパメンバ下部１４ｂ、１４ｂの下端部同士の
間に車幅方向に沿って架け渡されている。ロアバルクメンバ３８は、鉛直上下方向におい
て、アッパバルクメンバ３６の略下方に位置している。また、ロアバルクメンバ３８は、
サイドステイ３４よりも車幅方向の両側にそれぞれ延出して、アッパメンバ下部１４、１
４に結合されている。
【００３１】
　図１に示されるように、左連結部材１６は、左アッパメンバ１４と左フロントサイドフ
レーム１２との間に配置されている。右連結部材１６は、右アッパメンバ１４と右フロン
トサイドフレーム１２との間に配置されている。各連結部材１６は、左右一対のアッパメ
ンバ１４、１４と、左右一対のフロントサイドフレーム１２、１２とを車幅方向に沿って
相互に連結するものである。各連結部材１６は、アッパメンバ１４よりも剛性強度が高い
部材で形成されている。
【００３２】
　図８（ａ）、図８（ｂ）、図９（ａ）、図９（ｂ）及び図１０に示されるように、各連
結部材１６は、車両前方に位置する前側部材１６ａと、車両後方に位置する後側部材１６
ｂとによって構成されている。前側部材１６ａと後側部材１６ｂとは、例えば、図示しな
い溶接手段等によって一体的に接合（結合）されている。前側部材１６ａの強度は、後側
部材１６ｂの強度よりも高くなっている。
【００３３】
　また、各連結部材１６は、前側部材１６ａと後側部材１６ｂとのそれぞれ上下面同士が
、車両前後方向で固定されている。すなわち、前側部材１６ａの上部フランジ部２４と後
側部材１６ｂの上部フランジ部３０同士、及び、前側部材１６ａの下部フランジ部２６と
後側部材１６ｂの下部フランジ部３２同士をそれぞれ車両前後方向から接続した状態で、
例えば、図示しない溶接手段等によって一体的に接合されている（図８参照）。なお、図
８（ａ）、図８（ｂ）において、「×」印は、前側部材１６ａと後側部材１６ｂとの接合
部位を示している。
【００３４】
　前側部材１６ａは、その長手方向と直交する断面がハット状に形成されている（図１０
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参照）。また、図９（ａ）に示されるように、前側部材１６ａは、前面部２０と、上面部
２１と、側方フランジ部２２ａ、２２ｂと、上部フランジ部２４と、下部フランジ部２６
（図８参照）、下面部２９（図１０参照）とから構成されている。
【００３５】
　前面部２０は、車両前方側から正面視して略矩形状に形成され、略鉛直面で車幅方向に
沿って延在している。一方の側方フランジ部２２ａは、前面部２０の車幅方向外側に位置
してアッパメンバ１４（アッパメンバ下部１４ｂ）に３点で連結（接合）されている。他
方の側方フランジ部２２ｂは、前面部２０の車幅方向内側に位置しフロントサイドフレー
ム１２に対して３点で連結（接合）されている。上面部２１と下面部２９とは、略鉛直上
下方向で対向している。
【００３６】
　図１０に示されるように、上部フランジ部２４は、上面部２１の車両後方に右上がり勾
配で折曲して形成されている。下部フランジ部２６は、下面部２９の車両後方に左下がり
勾配で折曲して形成されている。上面部２１には、車両前後方向に沿って延在する複数の
スリット２７が並設されている。
【００３７】
　図９（ｂ）、図１０に示されるように、後側部材１６ｂは、前側部材１６ａの前面部２
０と対向する略矩形状の前面部２８と、前面部２８の上部に形成され、前側部材１６ａの
上部フランジ部２４と３点で接合される上部フランジ部３０と、前側部材１６ａの下部フ
ランジ部２６と３点（図８（ａ）、図８（ｂ）参照）で接合される下部フランジ部３２と
を有する。なお、図１０に示されるように、前側部材１６ａの上面部２１は、下面部２９
よりも車両後方に延出して長くなっている。これにより、前側部材１６ａの車両前方に臨
む前面部２０に対して、後側部材１６ｂの車両後方に臨む前面部２８が右上がりに傾斜し
た状態で結合されている。
【００３８】
　本実施形態に係る車体前部構造が適用された車体前部１０は、基本的に以上のように構
成されるものであり、次にその作用効果について説明する。
【００３９】
　本実施形態では、アッパメンバ１４のアッパメンバ下部１４ｂ（外縁１０４、内縁１０
６）を車幅方向の外側へ向けて傾斜させることで、矩形状の枠体１４６の空間部１４８内
の収納スペースが増大する。これにより、例えば、センサ等の部品を枠体の空間部１４８
内に追加収納することができる。
【００４０】
　また、本実施形態では、アッパメンバ１４の車幅方向の内側で、連結部材１６とダンパ
ハウジング１００との間の部位に脆弱部１１２を設けている。これにより、本実施形態で
は、アッパメンバ１４の先端部であるアッパメンバ下部１４ｂが車幅方向の外側に傾斜し
ている場合であっても、アッパメンバ１４に対して入力された衝突荷重を脆弱部１１２で
吸収してアッパメンバ１４が外側に曲がることを抑制することができる。換言すると、ア
ッパメンバ１４に対して衝突荷重が入力された際、アッパメンバ１４は、脆弱部１１２を
有する車幅方向の内側に向かって変形し易くなり、アッパメンバ１４の外側への変形が抑
制される。
【００４１】
　本実施形態では、アッパメンバ１４の車幅方向に沿った内側で、且つ、アッパメンバ１
４よりも剛性強度が高いダンパハウジング１００と連結部材１６との間に脆弱部１１２（
切欠部１１４）を設けている。これにより、本実施形態では、剛性強度がダンパハウジン
グ１００や連結部材１６よりも低い脆弱部１１２には、より一層大きな強度差を発生させ
ることができる。この結果、本実施形態では、脆弱部１１２を介してアッパメンバ１４が
車幅方向の外側に曲がる（変形する）ことを抑制することができる。
【００４２】
　本実施形態では、アッパメンバ１４の先端部であるアッパメンバ下部１４ｂに他の脆弱
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部１４０からなる第１ビード１４２を設けている。これにより、本実施形態では、アッパ
メンバ１４に対して衝突荷重が入力された際、第１ビード１４２を起点としてアッパメン
バ１４を車両後方に向かって早期に曲げることができる。また、第１ビード１４２をアッ
パメンバ１４の車幅方向に沿った外側に設けることで、アッパメンバ１４が車幅方向の外
側に向かって変形することを抑制することができる。
【００４３】
　本実施形態では、前側インナ部材１０８ａと後側インナ部材１０８ｂとが隙間１２４を
被覆するブラケット１２６で強固に連結（接合）されている。これにより、本実施形態で
は、アッパメンバ１４に対してオフセット荷重が入力された際、アッパメンバアウタ１１
０から前側インナ部材１０８ａ及び後側インナ部材１０８ｂが共に剥離することを抑制す
ることができる。また、このブラケット１２６は、ウォータータンク保持用のブラケット
と共用することができ、部品点数を削減することができる。
【００４４】
　本実施形態では、前側インナ部材１０８ａの外側切り欠き１２０と後側インナ部材１０
８ｂの外側切り欠き１２２とによって前側インナ部材１０８ａと後側インナ部材１０８ｂ
との間に隙間１２４を形成している。この隙間１２４により、本実施形態では、アッパメ
ンバ１４の大型化を防止することができる。また、隙間１２４を設けたことによる剛性強
度の低下をブラケット１２６によって抑制することができる。さらに、本実施形態では、
比較的剛性強度が高いダンパハウジング１００の上方部位にブラケット１２６を配置する
ことで、オフセット荷重が入力された際のブラケット１２６の損傷乃至変形を抑制するこ
とができる。
【符号の説明】
【００４５】
　１０　　車体前部
　１２　　フロントサイドフレーム
　１４　　アッパメンバ
　１４ｂ　アッパメンバ下部（先端部）
　１６　　連結部材
　１００　ダンパハウジング
　１０８ａ　前側インナ部材
　１０８ｂ　後側インナ部材
　１１０　アッパメンバアウタ（アウタ部材）
　１１２　脆弱部
　１２４　隙間
　１２６　ブラケット
　１３４　ウォータータンク
　１４０　他の脆弱部
　１４６　枠体



(9) JP 2018-199431 A 2018.12.20

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(10) JP 2018-199431 A 2018.12.20

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(11) JP 2018-199431 A 2018.12.20

【図９】 【図１０】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

